




This paper reports the results of a survey conducted at elementary and junior high schools in 
Morioka City, Iwate prefecture, with emphasis on the differences between elementary and junior 
high school students. The survey was conducted from December 2017 to January 2018 among 
students from the 5th grade in 11 elementary schools and the 2nd grade in 6 junior high schools in 
Morioka City, Iwate prefecture. The scope of the survey included how students spend their time 
after returning home from school on weekdays, the amount of interaction with nature and society, 
as well as their own dispositions, abilities, mindsets, etc.
The results are as follows. Firstly, the majority of students spend their time with their mothers 
after going home on weekdays, and they often study and watch television. However, around 48% 
of the elementary students play with their friends outdoors every day or occasionally, whereas only 
26% of junior high school students engage in the same activities.
Secondly, experiences such as "watching out for bullies," "caring for flowers," "caring for pets," 
and "participating in local festivals" are more common among elementary school students than 
junior high school students.
Thirdly, experiences such as active interaction with nature ("fishing at the sea or river," 
"swimming in the sea or river," "drinking from springs"), "role-playing," "playing games such as 
kick-the-can," "sumo wrestling," "playing with children living next door," and "being scolded by 
neighbors" decline in the higher grades. Activities involving their peers also decline over a span of 
just 3 years.
Moving forward, the task is to illuminate the kind of changes in the students' disposition and 







Are Nature and Social Experiences of Children in Morioka City 
Increasing?
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研究ノート：盛岡市の子どもの自然・社会体験は増えているのか
５．考察と今後の課題について
地方創生を考える上で，子どもたちの自然・社会体験が重要であるという仮説を持ち，
盛岡市の小中学校児童生徒を対象に実施したアンケート調査結果について，主に小中学校
の児童生徒の回答傾向の比較をしながら分析を行った。
分析結果から考察すれば，以下のようなことが言える。第1に，平日帰宅後は，母親と
自宅で過ごすパターンが最も多く，地域に出て，屋外で，友人と遊ぶような経験をメイン
とはしていないようである。ただし，最も多いわけではないだけであり，習い事や塾など
での友人もいるかもしれないし，特に中学校では，部活を通して友人とともに過ごしてい
る可能性は大いにある。それでも，屋外での遊びを「毎日」「時々」していると回答した
小学校児童は48％ほどであり，逆に言えば過半数の児童はあまり，あるいはほとんど外
遊びをしていないことになる。
第2に，たった3年の違いではあるが，中学校2年生と小学校5年生の自然・社会体験を
比較すると，各時期においても，小学校5年生のほうが中学校2年生よりも増えている体
験がある。どの時期でも増えているのが「いじめ等注意」で，しかも，かなり大きく増え
ている。いじめが社会問題となり，家庭でも学校でも，いじめ対策が取られ始めた時期な
のかもしれない。また，「花育て」や「ペット世話」も大きく増えているが，これも世の
中の動きと関連があるのかどうかは分からないが，家庭や学校で，生き物と触れ合う機会
を増やしているのかもしれない。また「地域祭り」も増えているが，地域に関心を持って
いるのか，あるいは，学校等で地域祭りに参加する仕掛けを作っているのかまでは，今回
の分析では不明である。
第3に，同じくたった3年の違いではあるが，中学校2年生と小学校5年生の自然・社会
体験を比較すると，各時期においても，小学校5年生のほうが中学校2年生よりも減って
いる体験がある。3時期ともに低下しているものはないが，入学前や低学年時にはアクティ
ブな自然体験（「海川釣り等」「海川泳ぎ」「湧き水飲み」）が低下していた。他の経験を増
やしているため，相対的に減っているという見方もできるが，もしかしたら無理せずでき
る体験に流れているということも考えられる。小学校入学後には，「ままごと等」「缶けり
等」が大きく減少しており，また低学年では「すもう等」，高学年では「近所児童遊び」「近
所叱られ」も減少していた。多人数でできる遊び（と，その結果叱られること）について，
たった3年の間で減少していることがうかがえる。
以上のことから，家庭や学校で各種体験を積ませる工夫らしきものも見られるものの，
その一方で，それ以外の自主的な仲間集団でできる遊びが減少しているようにも見える。
小中学校とも同一学区の子どもたちを調査しているものの，対象は厳密には違う（縦断
データではない）ことに加え，盛岡市の子どもたち全員に当てはまるかは不明である。ま
た，全国や他の地域の子どもたちと比較するとどうか，さらには，自然・社会体験の変化
の結果，資質・能力等にどのような変化があったかが重要である。これらに関する詳細な
分析は，今後の課題である。
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研究ノート：盛岡市の子どもの自然・社会体験は増えているのか
付　記
本研究は，平成 29 年度日本子ども社会学会奨励研究基金（研究代表者：渡部芳栄，研
究分担者：白旗希実子・石井美和，研究課題名：地域社会におけるキャリア発達に関する
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